
   

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲代表質問

の録画配信 

代表質問の

全文▼ 

 

 

 

 

し
た
。 

 

区
長
は
、
現
在
の
物
価
高
に
つ
い
て

「
一
時
的
な
現
象
で
は
な
い
」
と
認

識
。
区
民
生
活
へ
の
支
援
も
視
野
に
経

済
対
策
を
検
討
す
る
と
答
弁
。
必
要
な

局
面
で
は
基
金
も
活
用
し
て
い
く
姿

勢
を
示
し
ま
し
た
。 

「
住
ま
い
は
権
利
」
を
具
体
策
に 

 

家
賃
高
騰
が
続
く
中
で
、
若
者
、
高

齢
者
、
子
育
て
世
帯
な
ど
幅
広
い
世
代

が
「
住
み
続
け
ら
れ
る
か
」
と
い
う
不

安
を
抱
え
て
い
ま
す
。
岸
本
区
長
は

「
住
ま
い
は
権
利
」
と
の
基
本
姿
勢
を

改
め
て
表
明
。 

 

家
賃
・
転
居
費
用
助
成
の
利
用
状
況

や
効
果
を
検
証
し
、
民
間
住
宅
を
活
用

し
た
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
住
宅
を

着
実
に
増
や
す
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

党
区
議
団
は
、
若
者
や
高
齢
者
、
低
所

得
世
帯
な
ど
へ
の
家
賃
助
成
拡
大
も

引
き
続
き
求
め
ま
す
。 

教
育
費
の
負
担
軽
減
さ
ら
に
前
へ 

 

小
学
校
の
移
動
教
室
、
中
学
校
の
教

材
費
、
ス
キ
ー
教
室
、
修
学
旅
行
な
ど

の
無
償
化
が
進
み
ま
す
。
一
方
、
体
操

着
、
上
履
き
、
学
用
品
な
ど
、
義
務
教

育
に
は
ま
だ
多
く
の
保
護
者
負
担
が

残
っ
て
い
ま
す
。 

 

党
区
議
団
は
、
学
校
教
育
に
か
か

る
負
担
の
全
体
像
を
把
握
し
、
段
階

的
な
負
担
軽
減
・
無
償
化
を
進
め
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。
教
育
委
員
会
も
、

保
護
者
負
担
の
実
態
を
把
握
し
、
他

自
治
体
の
動
向
な
ど
も
踏
ま
え
て
検

討
し
て
い
く
と
し
ま
し
た
。 

児
童
館
の
な
い
地
域
へ
整
備
を 

 

身
近
な
地
域
で
、
す
べ
て
の
子
ど

も
に
居
場
所
を
保
障
す
る―

区
長

は
、
こ
の
基
本
的
な
考
え
は
変
わ
ら

な
い
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

 

児
童
館
の
な
い
中
学
校
区
へ
の
整

備
に
つ
い
て
も
「
着
実
に
実
現
に
向

け
取
り
組
む
」
と
し
、
向
陽
中
地
域
か

ら
整
備
を
具
体
化
す
る
こ
と
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
必
要
な
職
員
体
制

も
検
討
す
る
と
し
ま
し
た
。
党
区
議

団
は
、
残
る
地
域
に
つ
い
て
も
整
備

時
期
や
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
明
ら
か
に

す
る
よ
う
求
め
て
い
き
ま
す
。 

【
裏
面
に
続
く
】 
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９
月
９
日
か
ら
杉
並
区
議
会
第
３
回
定
例
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
岸
本

さ
と
こ
区
長
の
２
期
目
最
初
の
所
信
表
明
が
行
わ
れ
、
こ
れ
に
対
し
日
本
共
産

党
区
議
団
の
山
田
耕
平
議
員
が
代
表
質
問
を
し
ま
し
た
。 

対
話
と
協
働
、
公
共
の
再
生
な
ど 

公
約
の
継
承
と
前
進
を 

2026年9月16日 №262 

第３回杉並区議会定例会 

岸
本
区
政
の
１
期
目
で
は
、
子
ど
も

の
権
利
条
例
の
制
定
、児
童
館
廃
止
方

針
の
転
換
、
家
賃
助
成
へ
の
着
手
、
高

齢
者
の
補
聴
器
購
入
費
助
成
、公
契
約

に
お
け
る
賃
金
改
善
な
ど
、区
民
の
声

を
受
け
た
大
き
な
変
化
が
生
ま
れ
ま

し
た
。
２
期
目
は
、
こ
う
し
た
前
進
を

区
民
の
く
ら
し
の
中
で
実
感
で
き
る

も
の
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

長
引
く
物
価
高 

く
ら
し
守
る
区

独
自
策
を 

 

食
費
、
光
熱
費
、
家
賃
な
ど
の
値
上

が
り
が
家
計
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。
国

の
対
策
を
待
つ
だ
け
で
な
く
、
低
所
得

世
帯
、
子
育
て
世
帯
、
高
齢
者
、
障
害

者
な
ど
へ
の
重
点
支
援
を
は
じ
め
、
区

民
生
活
へ
の
直
接
的
支
援
を
求
め
ま

 

代表質問をする山田耕平議員 



   

【一面つづき】  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 同
じ
ア
パ
ー
ト
に
住
む
ネ
パ
ー
ル

人
の
女
の
子
た
ち
と
一
緒
に
写
真
を

撮
り
ま
し
た
。
こ
の
日
は
ヒ
ン
ド
ゥ

ー
教
の
「
ハ
ル
タ
リ
カ
・
テ
ィ
ー
ジ
」

と
い
う
女
性
の
お
祭
り
で
、
素
敵
な

赤
い
ド
レ
ス
（
サ
リ
ー
）
を
着
た
彼
女

た
ち
の
笑
顔
に
は
癒
さ
れ
ま
す
。 

 

「
先
月
の
洪
水
と
土
石
流
に
つ
い

て
心
配
し
て
い
る
」
と
話
す
と
、「
あ

り
が
と
う
」「
大
丈
夫
じ
ゃ
な
い
け
ど

大
丈
夫
と
思
う
し
か
な
い⋯

」
と
。 

 

自
然
災
害
は
防
げ
ま
せ
ん
が
、
こ

う
し
て
外
国
の
人
た
ち
と
コ
ミ
ュ
ニ 

   

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
お
互
い
に
思
い

や
る
こ
と
、
土
石
流
の
原
因
と
い
わ

れ
る
温
暖
化
ス
ト
ッ
プ
の
声
を
あ
げ

る
こ
と
も
大
事
だ
と
感
じ
ま
し
た
。 

    
 

 

   

あ
き
こ
の
部
屋 

  

高
齢
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
杉
並
へ 

 

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮

ら
し
続
け
る
に
は
、
介
護
だ
け
で
な

く
、
見
守
り
、
買
い
物
や
移
動
、
認

知
症
支
援
、
住
宅
、
在
宅
医
療
な
ど
、

生
活
全
般
を
支
え
る
こ
と
が
必
要
で

す
。 

 

区
長
は
、
高
齢
者
等
実
態
調
査
も

活
用
し
な
が
ら
、
高
齢
者
施
策
を
総

合
的
・
一
体
的
に
進
め
「
活
力
あ
る

高
齢
社
会
と
地
域
共
生
の
実
現
」
を

目
指
す
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

「
区
立
施
設
と
職
員
は
財
産
」
の

基
本
姿
勢
を
堅
持 

 

区
長
は
、
区
政
経
営
改
革
に
つ
い

て
、
人
員
削
減
や
コ
ス
ト
削
減
あ
り

き
で
は
な
く
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質

を
高
め
る
改
革
を
進
め
る
と
答
弁
。

「
区
立
施
設
と
職
員
は
コ
ス
ト
で
は

な
く
財
産
」
の
基
本
姿
勢
に
変
わ
り

は
な
い
と
明
言
し
ま
し
た
。 

善
福
寺
川
上
流
地
下
調
節
池
に

つ
い
て 

 

区
は
東
京
都
に
対
し
、
住
民
へ
の

説
明
と
対
話
の
機
会
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
る
よ
う
求
め
る
と
答
弁
。
事
業

費
や
治
水
効
果
、
費
用
便
益
分
析
に

つ
い
て
も
、
算
定
条
件
や
算
定
方
法

を
含
め
、
住
民
に
分
か
り
や
す
く
情

報
公
開
す
る
よ
う
求
め
て
い
く
と
し

ま
し
た
。 

い
じ
め
重
大
事
態 

こ
れ
ま
で
の

延
長
に
し
な
い 

 
教
育
長
は
、
重
大
事
態
へ
の
こ
れ

ま
で
の
対
応
を
踏
ま
え
、
Ⅽ
Ｅ
Ｄ
Ａ

Ｒ(

※
①)
へ
の
定
期
報
告
、
学
校
支

援
体
制
、
い
じ
め
問
題
対
策
委
員
会

の
調
査
体
制
を
強
化
。
子
ど
も
の
権

利
相
談
・
救
済
窓
口
と
も
連
携
し
て

い
く
と
し
ま
し
た
。 

避
難
所
の
「
生
活
の
質
」を
改
善 

 

ト
イ
レ
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、
衛
生
、

暑
さ
・
寒
さ
対
策
な
ど
、
避
難
生
活

そ
の
も
の
の
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

区
は
、
国
際
的
な
「
ス
フ
ィ
ア
基
準
」

(

※
②)

を
踏
ま
え
、
女
性
、
子
ど
も
、

高
齢
者
、
障
害
者
な
ど
の
視
点
に
立

っ
た
避
難
所
環
境
の
改
善
を
進
め
る

と
し
ま
し
た
。 

※① 「CEDAR」 
→ 学校問題対応支援係。 

教育管理職 OB、心理職、指導主事など、複数の職種の職

員で組織し、児童・生徒等が区立学校等で生活する中で、困

ったことや悩みごと（いじめ、学級崩壊、事件や事故など）

について、保護者や児童・生徒等から相談を受けている。 

※② 「スフィア基準」 
→ 人道憲章と人道支援における最低基準 

被災者の権利と支援活動の最低限の基準を定めた国際基

準。１９９７年に国際赤十字や NGO などによるスフィアプ

ロジェクトとして策定され、以降、災害や紛争時の支援活動

で世界中で活用されています。 

原田あきら都議事務所 

弁護士による法律相談 

毎週 水曜・金曜 
１４時～１６時 

会場 日本共産党杉並地区委員会 

    高円寺南３－３０－１２ 

電話 03-３３１４-５５５１ 

（予約不要、先着順に受付） 

 

 

答弁に立つ岸本聡子区長 


